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平成 29 年 6 月２７日 

 

平成 29 年度国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構調達等合理化計画 

 

「独立行政法人改革等に関する基本的な方針」（平成 25 年 12 月 24 日閣議決定）及び

「独立行政法人における調達等合理化の取組の推進について」（平成 27 年５月 25 日総務

大臣決定）等に基づき、国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構（以下「量研」という。）

は、事務・事業の特性を踏まえ、ＰＤＣＡサイクルにより、公正性・透明性を確保しつつ、

自律的かつ継続的に調達等の合理化に取り組むため、平成 29 年度国立研究開発法人量子

科学技術研究開発機構調達等合理化計画を以下のとおり定める。 

 

１．調達の現状と要因の分析 

（1）平成 28 年度の量研の調達全体像 

量研の平成 28 年度の契約状況は、表１のとおりであり、契約件数は 1284 件、契

約金額は 301.43 億円である。このうち、競争性のある契約は 1162 件（90.5％）、

285.25 億円（94.6％）、競争性のない随意契約は 122 件（9.5％）、16.18 億円

（5.4％）となっている。 

平成 27 年度と比較して、競争性のない随意契約は件数では 43 件の増、金額では

8.43 億円の増となっている（件数は 54.4％の増、金額は 108.8％の増）。これは、

平成２７年７月に「独立行政法人の随意契約に係る事務について」（平成２６年１０月

１日総務省行政管理局）の趣旨に沿って関係規程類を見直し、年度途中から競争性のあ

る随意契約で実施していたものを競争性のない随意契約とした。これを受け平成２８

年度は、年度当初からこの規程類に沿って運用を行い、随意契約によることができる要

件を満たせば、競争性のない随意契約として実施したためである。 

 

表１ 平成 28 年度の量研の調達全体像            （単位：件、億円） 

 

 

平成27年度(注3) 平成28年度 比較増△減 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 

 

競争入札等 

 

（85.5％） 

878 

（90.9％） 

200.25 

（88.7％） 

1139 

（92.5％） 

278.80 

 （29.7％） 

261 

（39.2％） 

78.55 

 

企画競争・公

募 

（6.8％） 

70 

（5.5％） 

12.19 

（1.8％） 

23 

（2.1％） 

6.46 

（△67.1％） 

△47 

（△47.0％） 

△5.73 

競争性のある 

契約（小計） 

（92.3％） 

948 

（96.5％） 

212.44 

（90.5％） 

1162 

（94.6％） 

285.25 

（22.6％） 

214 

（34.3％） 

72.81 

競争性のない

随意契約 

（7.7％） 

79 

（3.5％） 

7.75 

（9.5％） 

122 

（5.4％） 

16.18 

（54.4％） 

43 

（108.8％） 

8.43 

 

合 計 

 

（100％） 

1027 

（100％） 

220.19 

（100％） 

1284 

（100％） 

301.43 

（25.0％） 

257 

（36.9％） 

81.24 

（注 1） 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 
（注 2） 比較増△減の（ ）書きは、平成 28 年度の対平成 27 年度伸率である。 

（注 3） 平成 27 年度の数字は、量研の前身である国立研究開発法人放射線医学総合研究所と量研に統合された国立研究開発法

人日本原子力研究開発機構の量子ビーム部門と核融合部門の件数及び金額の合計である。 

 

（2）平成 28 年度の量研の一者応札・応募状況 

量研の平成 28 年度の一者応札・応募の状況は、表 2 のとおりであり、契約件数は
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606 件（52.2％）、契約金額は 69.79 億円（24.5％）である。 

平成 27 年度と比較して、一者応札・応募による契約は件数では 2 件の減、金額

では 82.53 億円の減となっている（件数は 0.3％の減、金額は 54.2％の減）。こ

れは、複数年にわたり一者応札・応募が継続している調達案件について、応募の可能

性がある企業等に積極的に意見聴取を行い、これを踏まえ仕様書を変更するなど、複

数者応札・応募へ向けた努力を行ったことによるものである。 

 

表 2 平成 28 年度の量研の一者応札・応募状況       （単位：件、億円） 

 平成27年度(注4) 平成28年度 比較増△減 

２者以上 

 

件数 329（35.9％） 556（47.8％） 227（69.0％） 

金額 58.88（28.3％）  215.46（75.5％） 156.58（265.9％） 

１者以下 

 

件数 608（64.1％） 606（52.2％） △2（△0.3％） 

金額 152.32（71.7％） 69.79（24.5％） △82.53（△54.2％） 

合 計 

 

件数 937（100％） 1162（100％） 225（24.0％） 

金額 211.21（100％） 285.25（100％） 74.04（35.1％） 
（注 1） 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 
（注 2） 合計欄は、競争契約（一般競争、指名競争、企画競争、公募）を行った計数である。 
（注 3） 比較増△減の（ ）書きは、平成 28 年度の対平成 27 年度伸率である。 

（注 4） 平成 27 年度の数字は、量研の前身である国立研究開発法人放射線医学総合研究所と量研に統合された国立研究開発

法人日本原子力研究開発機構の量子ビーム部門と核融合部門の件数及び金額の合計である 

 

２．重点的に取り組む分野（【 】は評価指標） 

平成２9 年度においても「独立行政法人改革等に関する基本的な方針」（平成 25 年

12 月 24 日閣議決定）及び「独立行政法人における調達等合理化の取組の推進について」

（平成 27 年５月 25 日総務大臣決定）などに基づき、研究成果の最大化を目指すため

に、一般競争入札を原則とし、競争性のない随意契約を行う場合には、量研の事務・事業

の特性を踏まえ、随意契約によることができる事由を規程等において明確化し、公正性・

透明性を確保しつつ合理的な調達を実施する。さらに競争性のない随意契約にあっては、

事前と契約後の公表を徹底し、契約監視委員会の事後点検を受けることにより公平性・透

明性の確保に対処する。また、一者応札・応募案件を減らすため、広く企業に周知を図る

など従前からの努力を継続することとする。 

 

（1）「研究開発等」に関する調達 

研究開発等に関する調達について、平成 29 年度は、以下の取組及び下記３．調達に

関するガバナンスの徹底を実施することで、公正性・透明性を確保しつつ合理的な調達

を目指す。 

 

①  随意契約の場合の規程等の厳正な運用 

【一般競争入札による調達が不可能な案件であって、やむを得ず競争性のない随意契

約を行う場合には、量研内に設置された契約審査委員会（委員長は総務部長）にお

いて、量研の規程等との整合性及び契約請求金額の妥当性や、より競争性のある調

達手続の実施の可否の観点から審査を受けるとともに、事前及び事後公表を徹底す

ることにより透明性・公開性を確保する。また、契約監視委員会において透明性、

公開性、妥当性等の事後点検を受ける。】 

②  一者応札・応募案件の削減 

【一者応札・応募案件について、平成２8 年度実績よりも件数・金額を減らす。】 
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（2）その他の業務に関する調達 

その他の業務に関しては、事務用パソコンの一括調達、単価契約の推進、他の法人の

調達成功事例の導入及び下記３．調達に関するガバナンスの徹底を行うことにより、公

正性・透明性を確保しつつ合理的な調達を目指す。 

【事務用パソコンの一括調達の実施、単価契約品目の追加の検討、他の法人の調達成功

事例を調査し導入を検討する。】 

 

３．調達に関するガバナンスの徹底 

（1）調達に関する規程類の周知 

  量研として、統一的な調達制度の運用を徹底するため、必要に応じて量研の規程類の

見直しを行い、職員への周知を図る。 

 

（2）随意契約に関する内部統制の確立 

競争性のない随意契約による調達を予定する案件（少額随意契約、不落随意契約を除

く。）については、事前に契約審査委員会において、量研の規程等との整合性や、より

競争性のある調達手続の実施の可否の観点から審査を受けるとともに、契約監視委員会

から事後点検を受けるシステムとする。 

ただし、病院の運営に関連し、患者へ使用する必要がある装置の故障により、治療に

支障を生じている場合や、各拠点において重要な研究機器の故障により研究業務に多大

な支障が生じており、緊急に修理をしなければならないといった緊急性が高い場合等、

やむを得ないと認められる場合は、事後に契約審査委員会に報告を行うこととする。 

 

（3）不祥事の発生の未然防止・再発防止のための取組 

調達に関する内部チェックマニュアルにより、調達に関する相互牽制機能を構築する

とともに、調達担当職員を対象に本マニュアルを利用した研修を行い、不祥事の発生の

未然防止・再発防止に取り組む。 

また、他の法人において不祥事が発生した場合には、情報を収集・分析し、規程、マニ

ュアル等へ反映する必要があるかを確認し、必要がある場合には修正し、周知を図る。 

 

（4）競争性のない随意契約結果の公表 

 競争性のない随意契約（少額随意契約を除く。）を行った場合には、随意契約の透明 

性を確保し、公平性、妥当性が確認できるよう理由などを付けて毎月公表する。 

 

４．自己評価の実施 

調達等合理化計画の自己評価については、年度終了後に契約監視委員会の点検を受け

取りまとめを行い、6 月末日までに自己評価結果を公表するとともに、文部科学大臣に

報告する。文部科学大臣による評価結果を踏まえ、その後の調達等合理化計画の改定・

策定等に反映させるものとする。 

 

５．推進体制 

（1）推進体制 

  本計画に定める各事項を着実に実施するため、中村雅人理事を総括責任者とする調達

等合理化検討会により、調達等合理化に取り組む。 

      総括責任者    中村雅人理事 

      副総括責任者  総務部長 

      メンバー    各拠点管理部長 
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（2）契約監視委員会による点検 

  監事及び外部有識者によって構成する契約監視委員会を設置し、本計画の策定及び自 

己評価の際に点検を受けるとともに、契約事務取扱細則に規定する競争性のない随意契 

約（少額随意契約及び不落随意契約を除く。）、一者応札・応募案件などに該当する個 

々の契約案件の事後点検を受ける。契約監視委員会の審議概要を公開するとともに、契 

約監視委員会から意見又は改善の指導等を受けた場合には、対処する。 

 

６．その他 

調達等合理化計画については、量研のホームページにて公表する。 

なお、計画の進捗状況を踏まえ、新たな取組の追加等があった場合には、契約監視委

員会の点検を踏まえて調達等合理化計画の改定を速やかに行う。 


